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 開発すべき能力 

課題に対する 
問題探求力  
（実態調査の企
画・分析力） 

問題共有化に 
向けての提起力・
取組に向けての
組織形成力 

取組に対する事
業の企画・推進
力（PDCAサイク

ル稼働力） 

取組結果に基
づく評価・リフレ
クション力 

 



• 経験によって引き起こされた気にかかる問題に
対する内的な吟味および探究の過程であり，自
己に対する意味づけを行ったり，意味を明らか
にするものであり，結果として概念的な見方に
対する変化をもたらす。             

           BoydとFales(1983） 
 
自己への気づき，記述，批判的分析，総合及び評価のスキルが        リ
フレクションを行うときに求められる 

リフレクションを行う者が自分の感情を十分振り返ることができるよう
に，安全で，暖かく，信頼深い状況を環境として作り出す必要がある 

• 自分の所属・関係する医療保険者が実施主体の特定
健診・特定保健指導において 

 ①取組みの工夫点，課題についてそれぞれ説明できる 
 ②H22年度の計画修正に，優先的に反映すべき課題を

明らかにできる（誰の・何に関する問題・取り上げる理
由） 

 ③上記課題について「住民の健康づくりに対する主体
性の育成」「健康づくりに対する環境・条件づくり」の各
観点から，取組むべき具体的活動を提示できる 

  ④強化すべき自分の役割について明確にできる 
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効果的な保健指導事業の技術技術((11))  

    －－コアとなるコアとなる技術技術－－  
  • 健康づくり・生活習慣の改善という，目標の

見えにくい，取り組みの成果を実感しにくい
事柄に対して，人々が価値を置き，主体的
に行動できるようになるには，信頼できる支
援者からの働きかけ，関わりが欠かせない 

• 人材育成においては，信頼関係形成を基軸
に，対象者の主体性ある行動を支援できる
能力開発が必須となる 
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行動変容の根拠を
提供する技術 

関心やタイミングを捉え
た働きかけの技術 

 

＜初回面接＞ 
・対象者への配慮ある対応 
・名前と顔の分かり合う関係づくり 
・予防のために何が大切かに目を
向けていくことの表明 
・対象者と共に考えることの表明 
・長期的な視点に立った対象者  
との関係づくり 
 
＜継続的なかかわり＞ 
・継続的な接点の形成 
・対象者の行動開始，継続に対 す
る共感 
・対象者との関係のコントロール 
による対象者の主体性の支え 

・行動変容の必要
性に対する対象
者の理解の形成 
 
・行動変容による
効果の現実性，
意味に対する対
象者の考えの形
成 
 
・学習教材の根拠
提示による問題
の所在や行動変
容の意義への納
得の形成 

・対象者の準備状
態のアセスメントと
状態に応じた働き
かけ 
 
・環境，ライフイベ
ントの変化等に拠
る関心，きっかけ・
タイミングを捉えた
働きかけ 

保
健
指
導
の
展
開 

 

保
健
指
導
の
展
開 

信頼関係の形成技術 

健康健康づくりのづくりの主体性主体性をを育育てるてる  
保健指導保健指導のの技術技術のの構成構成  

9 金川克子監修，宮﨑美砂子編集：効果的な面接技術と事業展開から学ぶ保健指導，中央法規，
2009. 

効果的効果的なな保健指導事業保健指導事業のの技術技術((22))  

－－環境環境・・条件条件づくりのづくりの戦略戦略－－  

• 生涯のその時々において，主体的な健康
づくりの行動を支えることのできる環境・条
件づくりが必要である 

• 環境・条件は，体制やシステムとして， 
「構造」「場」「拡がり」「しくみ・仕掛け」「連
携・ネットワーク」をもつことが重要である 

• 人材育成においては，環境・条件づくりの
観点から，問題分析，対策案の企画，実
施・評価の能力開発が必要である 
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予防活動全体の戦略構造を持つ 

 

 

 

 

   

 

 

 

３次予防：治療の適正化，
回復，重症化予防 

２次予防：早期発見，
早期対応 

１次予防：健康増
進，問題の未然
防止 

 

  ＨＰからの発信 市民講座 

キャンペーン 

 

 

 関係機関との
連携会議 

 リーダー，サポーター
育成 

健診・保健指導 

健康教育・相談 
実践の場・仲間づくり 

 自主グループ
育成 

 連携・協働する
人・機関 

医療機関 自治会 区役所の
○○課 

地域保健
推進員 

事業・活動 

事業・活動 

 （例） 

横田紀美子ほか：地域ぐるみの減塩教育キャンペーンの実際とその評価：筑西師協和地
区・脳卒中半減対策事業  メディアによる健康教育活動，日本公衛誌，53(8)，p545，2006.を

参考に作成 

“場”（コミュニティー空間）と支援の質 

生活圏域 

• 開催場所への接近性 

• 日常生活との連続性 

• 安心感・居心地 

• 住民同士の対等な関係性 

• 自己の地域･住民への関
心 

広域地域 

• 支援体制の連続性・一貫
性・責任性 

• 支援の専門性 

• 支援の日常性にも対応で
きる柔軟性 

• 支援の協働性・総合性 
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徒歩圏域：公民館単位・自治
会単位・団地集会所単位 

保健所管轄地域 
 

宮﨑美砂子他：地域を単位とした在宅ケアの質の向上にかかわる看護判断，平成11
～13年度文部科学省科学研究費補助金基盤研究(C)(2)研究成果報告書，2002. 

生活者を中心とするネットワーク 専門家を中心とするチームワーク 

 ＶＳ 



予防活動の拡がりの戦略を持つ 

 

 

 

 

 

 

子ども 

保健指導   
対象者 学校（教諭） 

保健推進員 近隣者 

近隣者 

（例） 
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  ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

                        
  
  

                        
  
  

                        
  
  

                        
  
  

                        
  
  

                        
  
  

                        
  
  

               

 

   

 

 

 

  

健
診 

動
機
づ
け
支
援 

積極的 

支援 

積極的 

支援 

積極的 

支援 

動
機
づ
け
支
援  

継続 

支援 

広報 講演会  地区巡回 
健康 

まつり 

自主活動
の場 

 

 

ポピュレーション・アプローチ 

ハイリスク・アプローチ 

 
 

評 

価 
 

 
 

 
 

 
 

 

中
間
評
価 

 
 

評 

価 
 

 
 

 
 

 
 

 

中
間
評
価 

 

情
報
提
供 

 
ポピュレーション・アプローチとハイリスク・アプローチの

相乗効果をねらう時期的な「しかけ」をつくる 



健康づくりの全体像と連携・ネットワーク 

 

健康づくりに
関する普及・
啓発 

 
保健事業 

 

 

 

保健事業
参加後の
継続支援
の場 

健康づくりに
関する自主
活動 

医療（保健
指導を含
む）の提供 

   

 

 

市町村衛生
部門，医療
等関係機関， 
地区組織， 
健康づくり
リーダー， 
市民団体 

 

医療保険者，
執行委任先
の市町村衛
生部門，   
（アウトソー
シング先） 

 

市町村衛生部
門， 
（アウトソーシ
ング先） 

 

地域住民， 
健康づくり
リーダー， 
地区組織 

 
医療機関 

 

健康づくりに関わる人材育成 

 

 

 

 

専門家 

地域住民 



健康づくりの主体となる地域住民の育成 

 

 

 

・ウオーキング大会の開催 
・市民講座の開催 等の 
の参加者の中から  等 

・地区社会福祉協議会との連
携による人材の推薦 
・保健推進員等を健康づくり
リーダとして育成強化  
              等 

・特定保健指導の積極的
支援参加者で成功体験を
もった人の中から   等 

 

 

 

健康以外の 
入り口からの 
アプローチも 
視野に入れて 

住民同士の学び合
い，助け合い，支
え合いを視野に入
れて 

自己の経験を通して
他者へアドバイスが
でき，やりがいを感
じられる者を発掘 

人材育成のタイプ 

例 示 
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